
令和４年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践校報告書 

 
１ 実践校名 西和賀町立湯田小学校 

 
２ 実 践 名 児童が前向きに健康増進を持続する「６０プラス運動」の取組 

 
３ 実施対象者 西和賀町立湯田小学校全校児童 

 
４ 目 標  

運動並びに食を含めた生活習慣について，健康な体つくりを目指して，自己管理意識を
高める児童を育てる。 

 
５ 実践内容 

１ 運動について 

（１） 校内研究で体育科授業を全職員で研究（一人一授業） 

（２） 目的を明確にした業間運動の取組 

・運動内容：短縄跳び，持久走，長縄跳び，ダンス・ゆるジャンプ 

（３） 始業前・業間時間・昼休み・放課後の遊び時間へ促す取組 

・働き方を考え昇降口前に「ケンケンパ」をペイント（①別紙写真１） 

（４） 教育課程に準じた学校行事（マラソン大会）の見直しと工夫・改善 

・従来の一定距離のマラソン大会を「希望制」。個人目標を立て易い一定時間に

どのくらいの距離を走れるかを目指すランニングフェスティバルを「全員取組」

とした。（②別紙資料）（③別紙写真１～２） 

２ 食・生活習慣について 

（１）個々が健康の目当てに向け，１年間取り組む。➔学期毎に振り返り。 

（２）健康オリンピック：基本的生活習慣に関する取組にポイント付与・メダル授与。 

   内容：生活リズム，歯の健康，良い姿勢，風邪予防，健康ウォークラリー， 

      冬休みメディア日記等（④別紙資料１～５） 

（３）特別活動における健康教育の充実 

（４）個別の健康課題解決に向けた面談の実施 

 
 
６ 成 果 

１ 学校教育目標の「健康でたくましい子ども」の育成の具現化に向けて，第一に，体

育授業改善に重点を置いて取り組み，児童が体力・健康づくりに主体的に関わる意識

化を図ることができた。 

２ 生活習慣の見直しと目標設定を児童各自が行うことで，学校生活のみならず家庭生

活においても「健康づくり」について取り組むことができた。 

３ 学校通信や保健だより等により，保護者や地域へ情報を発信することで，体力・健

康づくりへの理解を得ながら，特色ある学校づくりやカリキュラムマネジメントに取

り組むことができた。 
４ 児童の主体的な遊びを促す取組により，教職員の多忙感や負担感の解消につなげる
ことができた。 

 
７ 課 題 

１ 体力・運動能力テストの結果に基づいて，体育授業改善の視点に反映させたり，

業間運動の重点に取り入れたりしながら，その数値を上げることだけに捕らわれ

ず，運動能力全体を高め，児童の意欲や主体性を育成したい。 

２ 健康づくりの課題として，「メディアとの付き合い方」がある。保護者との連携を

学校単独だけでなく，中学校区や西和賀町全体で取り組むことができないか，町Ｐ

ＴＡ連合会などで話題にしながら方法を模索していきたい。 

 

 
８ 来年度以降

の予定 

１ 校内研究の重点に，体育科授業研究を継続し，更なる授業改善を目指していく。 

２ 保護者・地域と連携し，健康づくりをより一層推進していく。 

３ 学校運営協議会の力を借り，地域人材の活用や情報発信をしていく。 

 

 



 







 












